
   

第４学年算数科学習指導案 
 

日 時  平成24年10月10日（木）公開授業Ⅰ 
児 童  4 年 3 組 男 21名 女 14 名 計 35 名 
授業者  菊 池 智 代 

 
１ 単元名 わり算のしかたを考えよう「わり算の筆算(２)―わる数が２けた」 
 
２ 単元について 
（１）教材観 
   学習指導要領第４学年の内容「Ａ数と計算」（３）では，「整数の除法についての理解を深め，その計算が

確実にできるようにし，それを適切に用いる能力を伸ばす。」とある。そして，「ア 除数が１位数や２位数

で被除数が２位数や３位数の場合の計算の仕方を考え，それらの計算が基本的な計算を基にしてできること

を理解すること。また，その筆算の仕方について理解すること。イ 除法の計算が確実にでき，それを適切

に用いること。ウ 除法について，被除数，除数，商及び余りの間の関係を調べ，次の式にまとめること。

（被除数）＝（除数）×（商）＋（余り） エ 除法に関して成り立つ性質を調べ，それを計算の仕方を考

えたり計算の確かめをしたりすることに生かすこと。」とある。 
   整数の除法計算は，第４学年の第３単元において，除数が１位数の場合の筆算について学習している。 

本単元では，除数を２位数に拡張し，筆算形式を学習する。既習の基本的な計算を基にして，商の見積も

りや修正など筆算の各段階の意味を理解し，計算が確実にできるようにすることをねらいとしている。 
（２）児童観 
   本学級の児童は，授業では自分の考えに自信がもてなかったり，うまく伝えられなかったりする児童も多

く，発言意欲や発表内容などに偏りが見られたが，ペア学習を取り入れたことにより，隣の友達に自分の考

えを伝えられるようになったり，友達の考えと比べながら聞くことができるようになったりする児童がわず

かであるが増えてきている。また，授業の中で定着問題に取り組ませることにより，「わかった」「できた」

という自己評価も増えてきている。 
   ５月と７月の算数アンケートの結果を比較すると「算数の勉強は楽しい」が91％→100％，「自分から進

んで問題を解こうとしている」が94％→97％，と算数の学習に対して意欲的に取り組もうとする意識の高

まりがみられる。 
   レディネステストの結果をみると，既習内容の正答率は，88.7％で，未習内容の（何十）÷（何十），２

位数÷２位数の筆算の正答率は，27.1％であった。既習内容の除法計算については概ね定着しているととら

えられるが，暗算の問題に多くの間違いがみられた。既習のわり算の筆算（１）の学習では，図を活用しな

がら筆算形式による計算の原理と手順を理解させ，筆算のアルゴリズムを扱いながら定着問題に多く取り組

ませることで，確実に計算できるように学習を進めてきた。授業では，個別指導を要する児童もおり，計算

能力や理解力，作業時間に個人差が大きくみられる。 
（３）指導観 
   指導に当たって，第１小単元では，既習の１，２位数÷１位数のわり算を基にして，（何十）÷（何十），

（何百何十）÷（何十）などの計算を指導する。第２小単元では，２位数でわると商が１位数になるわり算

の筆算について，仮商のたて方と修正の仕方を指導する。除数の見方によって過大商になったり，過小商に

なったりするので，その場にふさわしい方法で商を修正し，真の商を見つけられるように習熟させたい。第

３小単元では，除数が２位数で，商が２位数になる除法を指導する。具体的な場面や数感覚を基にして，商

のたつ位置や余りと除数との大小比較から，わり算を進めるべきかどうかの判断ができるようにさせていき

たい。第４小単元では，わり算の性質を具体的な数値を通して理解させるとともに，末尾に０のある除法の

簡便な方法を理解させる。その際，わり算の性質との関連づけを重視しながら指導していく。 

  



   

   本単元では，既習の除法計算を生かしながら自力解決をさせ，学び合い①を主として，定着問題を多く取

り入れたＣパターンの授業展開を多く位置づけて，除法計算が確実にできるように指導していく。「たしか

める」段階での学び合いでは，ペア学習を取り入れて，自分の考えを伝えたり友達の考えを自分の考えと比

べて聞いたりできるようにさせ，全体での学び合いで，類似点や相違点などに着目させながらよりよい考え

にまとめられるようにしていきたい。「まとめる」段階では，学習内容の定着を図るために定着問題に取り

組ませていく。その際，基本問題と応用問題を準備し，段階に分けて取り組ませていくことで，確実に計算

ができるようにさせるとともに，「わかった」「できた」という実感がもてるようにさせていきたい。 
 
３ 単元の目標 
◎ 整数の除法の計算について理解し，その計算が確実にできるようにするとともに，それを適切に用いる能

力を伸ばす。 
【関心・意欲・態度】 ・整数の除法の計算について，既習の基本的な計算を基にできることのよさに気づ

き，学習に生かそうとする。 
【数学的な考え方】  ・整数の除法の計算の仕方について，見積もりや除法の性質，既習の除法計算を基

に考え，表現したりまとめたりすることができる。 
【技能】       ・整数の除法の筆算の手順を基にして，確実に計算することができる。 
【知識・理解】     ・整数の除法の筆算の仕方や除法について成り立つ性質について理解する。 

 

４ 系統図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③わり算の筆算（２） 

・何十でわる除法 

・２～３位÷２位数の筆算形式 

・除法の検算の仕方 

・仮商のたて方と修正の意味 

・除法について成り立つ性質 

 

 

 

 

３年 ５年 

③わり算 
・除法の意味と演算記号 

・九九を１回適用する除法計算 

（あまりなし） 

⑦あまりのあるわり算 
 

 
・九九を１回適用する除法計算 

（あまりあり） 

・答えの確かめ方 

⑩大きい数のわり算 
・何十÷１位数の計算 

・商が２位数になる簡単な除法計算 

③わり算の筆算（１） 
・２～３位数の筆算形式 

・倍と除法の意味の拡張 

（倍の第一～第三用法） 

・１位数でわる除法の暗算 

⑮小数のかけ算とわり算 
・整数，小数÷整数（商が小数）の

計算と筆算形式 

④小数のわり算 

・小数でわる除法の意味と計算 

・整数，小数÷小数の計算と筆算形

式 

・小数の除法 

（倍の第一，第三用法） 

⑧分数と小数 

・整数の除法の商は分数を用いると

いつも１つの数として表せるこ

と 

４年 

  



   

５ 単元の指導計画と評価規準（16時間扱い） 
 

時 

 

小単元 

 

目  標 

おもな評価規準 主となる学習

活動（学習パ

ターン） 

算数への関心・意欲・

態度 

数学的な考え方 数量や図形についての

技能 

数量や図形についての

知識 

1 

 

(1)何十で

わる計

算 

【１時間】 

p.102～104 

【プロローグ】 ・p.102 の絵を提示し，今までに学んできた除法計算をふり返って話し合いながら，新たな課題と

なる，除数が２桁の除法計算への意欲や関心を高めるようにする。所要時間は10分程度。 

 

 

学び合い② 

（Ａ） 

 

何十でわる計算の仕方

を理解し，その計算がで

きる。 

 ◎10を単位として，

何十でわる計算

の仕方を考え，説

明している。 

○何十でわる計算

ができる。 

 

2 

 

(2)２けた

の数でわ

る 筆 算

（１） 

【６時間】 

p.105～111 

２位数÷２位数（仮商

修正なし）の筆算の仕方

を理解し，その計算がで

きる。 

 ◎除数が何十の場

合の計算を基に

して，２位数÷２

位数（仮商修正な

し）の筆算の仕方

を考え，説明して

いる。 

 

 

 

 学び合い② 

（Ａ） 

3 ○87÷21 などの計

算で，前時の何十

でわる計算を用

いて商を見積も

ろうとしている。 

 ◎２位数÷２位数

＝１位数の筆算

ができる。 

  

 

4 ２位数÷２位数の筆

算で，過大商をたてたと

きの仮商修正の仕方を理

解し，その計算ができる。 

  ◎見積もりをして

仮商をたてて過

大商のときの仮

商を修正し，計算

することができ

る。 

 学び合い① 

（Ｂ） 

5 ２位数÷２位数の筆

算で，過小商をたてたと

きの仮商修正の仕方を理

解し，その計算ができる。 

  ◎見積もりをして

仮商をたてて過

小商のときの仮

商を修正し，計算

することができ

る。 

 定着 

（Ｃ） 

6 

本

時 

除数の切り捨てや切り

上げを選んで仮商をたて

て計算することができ

る。 

 ○除数の見積もり

を基に，仮商のた

て方を工夫して

考え，説明してい

る。 

◎見積もりをして

仮商をたてて過

大商，過小商のと

きの仮商を修正

し，計算すること

ができる。 

 定着 

（Ｃ） 

7 ３位数÷２位数＝１

位数の筆算の仮商のたて

方を理解し，その計算が

できる。 

  ◎３位数÷２位数

＝１位数の筆算

ができる。 

 定着 

（Ｃ） 

  



   

8 (3)２けた

の数で

わる筆

算(2) 

【３時間】 

p.112～115 

３位数÷２位数＝２

位数の筆算の仕方を理解

し，その計算ができる。 

 ◎既習の除法の計

算を基に，345÷

21 などの計算の

仕方を図や式を

用いて考え，説明

している。 

○３位数÷２位数

＝２位数の筆算

ができる。 

 学び合い① 

（Ａ）  

 

9 ３位数÷２位数＝２

位数の筆算について，除

数の切り捨てや切り上げ

を選んで仮商をたてて計

算することができる。 

◎自分の数感覚を

基に，仮商のたて

方を選んで計算

しようとしてい

る。 

 

○除数の見積もり

を基に，仮商のた

て方を工夫して

考え，説明してい

る。 

  定着 

（Ｃ） 

10 商に０がたつ場合（商

が何十）の簡便な筆算の

仕方や，除数が３桁の場

合の筆算の仕方を理解

し，それらの計算ができ

る。 

 ◎除数が２桁の場

合の筆算の仕方

を基に，３位数÷

３位数の筆算の

仕方を考え，説明

している。 

 ○商に０がたつ場

合（商が何十）の

簡便な筆算の仕

方や，除数が３桁

の場合の筆算の

仕方を理解して

いる。 

学び合い① 

（Ｂ） 

11 (4)わり算

のきまり 

【２時間】 

p.116～118 

除法の性質について理

解する。 

 ○複数の式から，被

除数と除数，商の

関係を見出し，説

明している。 

 

 

◎被除数，除数の両

方を同じ数でわ

っても（同じ数を

かけても）商は変

わらないという，

除法の性質を理

解している。 

学び合い① 

（Ａ） 

12 末尾に０のある数の除

法の簡便な筆算の仕方を

理解し、正しく余りを求

めることができる。 

  ◎末尾に０のある

数の除法の簡便

な方法による筆

算や余りを求め

ることができる。 

 学び合い① 

（Ｂ） 

13 まとめ 

【４時間】 

p.119～121 

 

学習内容を適用して問

題を解決する。 

  ◎学習内容を適用

して問題を解決

することができ

る。 

  

14 

 

算数的活動を通して学

習内容の理解を深め，わ

り算についての興味を広

げる。 

◎学習内容を適切

に活用して，活動

に取り組もうと

している。 

    

15

16 

 学習内容の定着を確認

し，理解を確実にする。 

   ◎基本的な学習内

容を身につけて

いる。 

 

 
 

  



   

６ 本時の指導 
（１）目標 
  ・除数の切り捨てや切り上げを選んで仮商をたてて計算することができる。 
（２）仮説との関わり 

学び合い① 学び合い② 学習内容の定着 
手だて１ 手だて２ 手だて３ 

 全員が自分の考えをもつことが

できるように「みつける」段階にお

いて，これまでのわる数との違いに

気付かせながら，わる数の 25 をい

くつとみればいいかに着目させ，20
と 30 にみて計算すればよいことに

気付かせる。「たしかめる」段階に

おいて，ペアで発表し合う場を設定

し，全員が発表できるようにさせ，

全体での発表で生かせるようにす

る。 

 ２つの筆算の仕方を発表し，検討

していく際，どちらでもできること

や，見当をつけた商が大きすぎたと

きは，商を１小さくすればよいこ

と，見当をつけた商が小さすぎたと

きは，商を１大きくすればよいこ

と，いずれの方法も商を修正する必

要があることなどについて話し合

い，２つの方法を適宜判断して使い

分けていけばよいことをまとめて

いくようにする。 

適用問題では２つの方法で取り

組ませ，理解を確かめる。さらに定

着問題では，除数の一の位が５の問

題から取り組ませ，４，６，７など

が混じった問題へと段階に分けて

取り組ませて定着を図っていく。多

くの問題に取り組ませるためにプ

リントを使い，答え合わせも自分で

行うようにさせる。その際，各自の

数感覚を基に自分のやりやすい方

法で取り組ませ，いろいろな問題が

できたという実感がもてるように

させていきたい。 
（３） 評価規準 

評価規準 Ａ Ｂ 支援 
見積もりをして仮商を

たてて過大商，過小商のと

きの仮商を修正し，計算す

ることができる。 

被除数，除数の関係から見積

もりをして仮商をたてて過大

商，過小商のときの仮商を修正

して計算することができる。 

見積もりをして仮商をたて

て過大商，過小商のときの仮商

を修正して計算することがで

きる。 

除数の見積もり方を助言し

ながら既習の筆算方法や本時

の筆算方法をふり返らせ，筆算

の手順に従って計算できるよ

うに支援する。 

（４）展開 

段階 学習内容と学習活動 
教師の働きかけ（○）と評価（＊） 

 
 

仮説に基づく具体的支援 

 
備考 

 
み 
つ 
け 
る 
 
5
分 

１ 問題を把握し，学習内容をつかむ。 
（１）問題を把握する。 

87÷25 
 ・前時の学習との違いを見つける。 

（２）課題を把握する。 
わる数が25のようなときの筆算

の仕方を考えよう。 
 
２ 課題解決の見通しをもつ。 

・わる数の25を20とみる。 
・わる数の25を30とみる。 

 
 

 
 
○前時との違いに気づかせ，本時の課題をつか

ませる。 
 
 
○課題を板書し，提示する。 
 
 

手だて１ 
・自力解決で自分の考えをもたせ，学び

合いを活発にさせるために，既習の方

法を確認させる。わる数の 25 に着目

させ，25 をいくつとみるか考えさせ

る。 

 
 
 
 
 
 

  



   

か

ん

が

え

る 
 
7 
分 

３ 自力解決をする。 
①わる数の25を20とみる 
    ４           ３ 
２５）８７   →   ２５）８７ 
 １００          ７５ 

 ひけない          １２ 
 
②わる数の25を30とみる 

     ２           ３ 
２５）８７   →   ２５）８７ 

 ５０          ７５ 
    ３７          １２ 
  まだひける 
 

 
○どちらかの方法で取り組むように指示する。

支援が必要な児童には，20とみるか30とみ

るか具体的な数を示してどちらかを選ばせ

て取り組むようにさせる。 
○既習の方法が想起しやすいように前時まで

の学習内容を掲示しておく。 
             
  

 
小黒板 

 
た 
し 
か 
め 
る 
 

13 
分 

４ 考えを発表し合い，検討する。 
（１）発表し合う。 

・隣同士で 
   ・全体で 
 
〈筆算の仕方を発表する。〉 
①わる数の25を20とみると「ひく」で87
から 100 がひけないので見当をつけた商

の４を１小さくして３とする。 
②わる数の 25 を 30 とみると「ひく」であ

まりが37になってまだひけるので，見当

をつけた商の２を１大きくして３とする。 
 
（２）考え方を比較・検討する。 
〈２つの方法で気づいたことを話し合う。〉 

  ・商とあまりが同じ。 
・2回計算している。 

  ・25を20と30にみている。 
・20とみた方は商を１小さくしている。 

  ・25とみた方は商を１大きくしている。 
  ・どちらも前に学習した方法を使って 

いる。 
 
（３）適用問題を解く。 
  47÷15 
① わる数を10とみる 
  ４          ３ 

１５）４７   →  １５）４７ 
６０         ４５ 

     ひけない         ２ 

 
○自分の考えと比べながら友達の発表を聞く

ようにさせる。 
 
 
手だて２ 
・既習の過小商と過大商のそれぞれの仮

商修正の仕方を基にして，自分で解決

したやり方を隣同士で発表し合い，気

づいたことなどから，２つの方法につ

いて話し合わせ，どちらでもできるこ

とを確かめさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手だて３ 
・除数が25のときの方法をふり返りな

がら，筆算の仕方を確認させ，適用問

題に取り組ませる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



   

 
② わる数を20とみる 

       ２          ３ 
１５）４７   →  １５）４７ 
   ３０         ４５ 

１７           ２ 
 まだひける           
 

○適用問題では，２つの方法で取り組ませ，ど

ちらの方法でもできることを実感させる。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
ま 
と 
め 
る 
 

20 
分 

５ 本時のまとめをする。 

 
  
 
６ 定着問題を解く。 

 p110 ⑦⑧⑨ 
 p125 ノ補充の問題 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 学習をふり返り，自己評価をする。 
 
 

わる数を大きくしたり，小さく 
したりして，かりの商をたてる。 
２５→２０ 
  →３０ 

 
○除数が 25 などのとき，仮商修正は，「大き

くしていく」やり方と「小さくしていく」や

り方の２通りを適宜判断して使い分けてい

くことを確かめる。また、どちらの方法が計

算しやすかったかについても触れ，自分の計

算しやすい方法でやっていけばいいことも

確かめる。 
  
手だて３ 
・多くの問題ができるようにプリントを

使って定着問題に取り組ませる。本時

の学習をふり返らせながら，自分のや

りやすい方法で筆算を行うようにさせ

る。 
 
○自分で答え合わせをし，間違いは消さない

で，隣に計算するようにさせる。 
○つまずきが見られる児童には，誤答原因を指

摘したり，計算手順を確認させたりして支援

を行う。 
＊見積もりをして仮商をたてて過大商，過小商

のときの仮商を修正し，計算することができ

る。【プリント，ノート，観察】 
○意欲と理解の２観点で評価させる。 
○分かったことや気づいたことに視点をあて

て学習感想を書かせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
プリント 

 
 

  


